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西日本教区センター
成聖式・祝賀会

　

二
〇
一
二
年
六
月
の
教
区
会
議
で
長
司
祭

グ
リ
ゴ
リ
イ
小
川
神
父
よ
り
建
議
、
承
認
さ

れ
、
府
主
教
ダ
ニ
イ
ル
座
下
の
ご
祝
福
を
得

た
「
教
区
会
館
建
設
」、
そ
の
具
体
的
な
計

画
立
案
は
一
三
年
八
月
の
第
一
回
建
設
委
員

会
か
ら
本
格
始
動
し
ま
し
た
。
十
回
開
催
さ

れ
た
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
建
設
計
画
は

一
四
年
六
月
に
関
係
各
レ
ベ
ル
で
の
承
認
祝

福
、
施
工
業
者
選
定
を
経
て
、
一
四
年
一
〇

月
二
二
日
の
起
工
式
か
ら
約
八
ヶ
月
の
工
事

を
経
て
成
聖
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
み

な
、
聖
堂
と
周
辺
地
域
の
景
観
に
調
和
し
た

上
品
な
偉
容
と
、
ゆ
っ
た
り
と
機
能
的
に
配

さ
れ
た
内
部
に
、感
嘆
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。



　

六
月
二
○
日
（
土
）
夕
方
五
時
か
ら
京
都
生
神
女
福
音
大
聖
堂
に
て
晩
祷
。
松
島
師

司
祷
、
小
川
輔
祭
・
伊
藤
輔
祭
ら
も
陪
祷
し
ま
し
た
。

　

二
一
日
（
日
）
九
時
四
五
分
入
堂
式
、
い
よ
い
よ
記
念
の
主
日
聖
体
礼
儀
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
、
京
都
歴
代
司
祭
の
マ

ル
コ
小
池
祐
幸
師
、
イ
オ
ア
ン
小
野
貞
治
師
、
西
日
本
の
五
司
祭
、
駐
日
ロ
シ
ア
正
教

会
の
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
ツ
バ
ン
師
、
東
京
の
松
浦
清
博
首
輔
祭
、
高
橋
昭
治
副
輔
祭
、
田

中
和
幸
神
学
生
ら
と
、
堂
内
を
埋
め
つ
く
す
信
徒
の
人
波
。
水
口
師
の
聖
パ
ン
献
納
、

佐
藤
道
雄
聖
歌
指
揮
者
と
共
に
歌
う
合
同
聖
歌
隊
の
す
ば
ら
し
い
聖
歌
。

　

領
聖
後
の
一
二
時
頃
～
西
日
本
教
区
セ
ン
タ
ー
成
聖
祈
祷
、
順
調
に
祈
祷
が
執
り
行

わ
れ
、
ま
ず
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
よ
り
祝
辞
と
記
念
品
贈
呈
、
次
に
ダ
ニ
イ
ル
府

主
教
座
下
よ
り
祝
辞
と
記
念
品
贈
呈
、
そ
の
あ
と
竣
工
な
っ
た
教
区
セ
ン
タ
ー
を
背
景

に
記
念
写
真
。

　

一
三
時
よ
り
記
念
祝
賀
会
開
始
。
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
御
挨
拶
、
感
謝
状
贈
呈

（
喜
多
隼
紀
建
築
士
・
創
真
建
設
・
西
澤
嘉
信
兄
）、
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
ツ
バ
ン
師
、
小
池

師
・
小
野
師
の
祝
辞
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
フ
ロ
ー
リ
ン
兄
に
よ
る
演
奏
、
記
念
聖
像

製
作
者
の
白
石
孝
子
先
生
の
紹
介
な
ど
。
境
内
ま
で
会
場
に
し
た
祝
典
を
た
の
し
み
ま

し
た
。

　

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、京
都
聖
堂
近
隣
の
皆
様
も
多
数
来
会
さ
れ
、

出
席
者
は
二
一
五
人
に
達
し
ま
し
た
。
賑
や
か
な
祝
典
は
京
都
の
佐
藤

孝
雄
執
事
長
の
謝
辞
、
松
浦
首
輔
祭
主
唱
に
よ
る
「
幾
歳
も
」
を
も
っ

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
阪
は
じ
め
各
教
会
信
徒
の
奉
仕
者
の
皆
様
、
記
念
品
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
作
成
の
小
田
切
裕
高
兄
、
聖
ア
ン
ド
ロ
ニ
ク
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作

成
の
丸
尾
ご
夫
妻
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
成
の
西
澤
摩
耶
姉
ら
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
区
セ
ン
タ
ー
は
、
牧
会
の
充
実
・
宣
教
の
展
開
、
教
区
信
徒
の
一

致
・
結
束
の
象
徴
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
活
用
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
総
局
役
員
は
じ
め
全
国
の
皆
様
、
西
日
本
へ
お
い
で
の

時
に
は
、
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

　
　

西
日
本
の
神
品
教
役
者
・
信
徒
と
共
に
、
全
国
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
に
、
重
ね
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。  （
及
川
）
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西
日
本
主
教
教
区 

会
議
　

6
月
20
日
（
京
都
）

　

六
月
二
○
日
（
土
）
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下

ご
臨
席
の
も
と
、
西
日
本
主
教
教
区
「
教
区
会

議
」
が
京
都
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
、
生
神
女
福

音
聖
堂
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
西
日
本
教
区
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
祭
会
議
・
教
区
理
事
会

　

教
区
会
議
開
催
に
向
け
、
一
八
日
（
木
）
午

後
一
時
半
か
ら
六
時
ま
で
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座

下
の
祝
福
を
得
て
、
教
区
司
祭
会
議
開
催
。

　

一
九
日
（
金
）、
午
後
一
時
会
計
監
査
、
二

時
か
ら
理
事
会
。
理
事
会
で
は
、
ダ
ニ
イ
ル
府

主
教
座
下
の
お
言
葉
、
過
年
度
と
新
年
度
の
業

務
報
告
・
計
画
（
及
川
）、全
国
宣
教
企
画
委
（
水

口
師
）、諸
規
則
検
討
委
、献
金
委（
松
田
輔
祭
）、

決
算
報
告
・
監
査
報
告
・
予
算
案
の
説
明
・
承
認
（
佐
藤

財
務
部
長
）、
教
区
宣
教
献
金
の
概
要
・
御
礼
、
ま
た
教

区
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
の
経
過
説
明
と
御
礼
が
述
べ

ら
れ
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
本
会
議
に
か
け
る

事
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。    

教
区
会
議   

新
年
度
教
区
活
動
と
懇
親
会

　

二
○
日
（
日
）
午
後
一
二
時
半
～
本
会
議
。
議
長
ダ
ニ

イ
ル
府
主
教
座
下
の
も
と
副
議
長
に
松
島
師
・
佐
藤
孝
雄

兄
、
書
記
に
後
藤
師
・
伊
藤
輔
祭
を
選
任
、
議
事
が
進
行
。

ダ
ニ
イ
ル
座
下
の
「
生
神
女
マ
リ
ア
」
に
つ
い
て
の
訓
話

後
、
理
事
会
か
ら
上
程
さ
れ
た
過
年
度
と
新
年
度
の
業
務

報
告
・
計
画
、
教
団
三
委
員
会
報
告
、
財
務
部
長
か
ら
決

算
報
告
・
監
査
報
告
・
予
算
案
の
説
明
と
承
認
、
宣
教
献

金
の
御
礼
な
ど
と
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
教
区
セ
ン

タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は
、
経
過
報
告
、
感
謝
と
御
礼
が
局

長
よ
り
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。教
区
ば
か
り
で
な
く
各
教
会
、

信
徒
の
皆
様
の
御
篤
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
の
活
動
計
画
と
し
て
、

冬
季
セ
ミ
ナ
ー
は
二
月
一
一
日
京
都
、
教
区
学
び
の
会
に

代
え
て
、
教
区
セ
ン
タ
ー
成
聖
記
念
連
続
講
座
、
教
区
協

賛
行
事
と
し
て
、九
月
広
島
戦
災
永
眠
者
記
憶
パ
ニ
ヒ
ダ
、

一
○
月
人
吉
聖
堂
修
復
成
聖
式
、
一
一
月
福
岡
伝
道
所
成

聖
五
周
年
、
一
月
福
岡
聖
歌
の
会
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
出
版
物
、
西
日
本
正
教
年
二
回
発
行
、
宣
教
冊
子
、

宣
教
献
金
募
集
広
報
は
一
一
月
に
。
さ
い
ご
に
七
月
全
国

公
会
代
議
員
が
選
任
さ
れ
、
三
時
に
会
議
終
了
、
記
念
写

真
。
広
大
な
西
日
本
各
地
か
ら
参
集
し
た
信
徒
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
及
川
記
）

　
　

＋
永
遠
の
記
憶
＋

　

７
月
31
日
、
長
司
祭
ペ
ー
ト
ル
及
川
淳
師
は
休
職
後
の
晩
年
を
お
過
ご

し
に
な
っ
て
い
た
盛
岡
で
、
脳
出
血
の
た
め
ご
永
眠
。
ペ
ー
ト
ル
師
は
、

西
日
本
主
教
教
区
宗
務
局
長
、長
司
祭
パ
ウ
ェ
ル
及
川
信
師
の
御
尊
父
で
、

享
年
八
五
。
神
学
校
卒
業
後
岩
手
県
内
で
伝
教
者
と
し
て
ご
活
躍
、
ア
ン

ナ
姉
と
の
ご
結
婚
後
、
一
九
五
九
年
司
祭
に
叙
聖
さ
れ
引
き
続
き
岩
手
県

内
の
諸
教
会
を
司
牧
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
釧
路
教
会
、
盛
岡
教
会
、
前

橋
教
会
、
盛
岡
教
会
と
歴
任
、
二
〇
〇
四
年
に
ご
休
職
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ン
ナ
姉
に
先
立
た
れ
た
後
も
、
お
子
様
た
ち
の
養
育
を
男
手
一
つ
に
担
い

な
が
ら
も
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
温
か
い
お
人
柄
で
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
信

徒
、
同
僚
の
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
葬
儀
は
8
月
3
日
、
４
日
の

両
日
、
盛
岡
教
会
で
セ
ラ
フ
ィ
ム
大

主
教
座
下
の
ご
司
祷
、
東
日
本
主
教

教
区
の
司
祭
の
陪
祷
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
写
真
は
教
区
セ
ン
タ
ー
の

成
聖
式
典
（
６
月
）
に
は
る
ば
る
ご

来
会
く
だ
さ
っ
た
時
の
も
の
。

ま
し
た
。
西
日
本
主
教
区
で
の
ご
奉

職
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
海

道
宣
教
ブ
ロ
ッ
ク
が
活
動
し
て
い
た

時
代
に
は
名
古
屋
、
半
田
、
豊
橋
の

信
徒
に
は
思
い
出
深
い
神
父
さ
ま
で

す
。（
写
真
は
二
〇
〇
七
年
函
館
で
の
復
活
祭

十
字
行
、
G
ベ
ス
ス
ト
レ
ミ
ヤ
ン
ナ
ヤ
姉
提
供
）

　

５
月
13
日
、
休
職
中
の
長
司
祭
イ
オ
フ
馬
場
登
師
が
肺
が
ん
の
た
め

ご
永
眠
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
七
七
）。
横
浜
、
盛
岡
、
静
岡
で
伝
教
者
と

し
て
ご
奉
職
、
フ
ェ
オ
ド
ラ
山
村
久
美
子
姉
と
婚
配
、
翌
一
九
六
四
年

に
司
祭
叙
聖
さ
れ
、
静
岡
、
小
田
原
、
仙
台
、
函
館
教
会
を
管
轄
さ
れ
、

二
〇
〇
八
年
に
休
職
さ
れ
、
出
身
地
で
あ
る
上
磯
の
ご
自
宅
で
、
上
磯
教

会
の
奉
事
補
助
や
日
曜
学
校
の
お
手
伝
い
を
な
さ
り
つ
つ
、
静
穏
な
余
生

を
お
過
ご
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
埋
葬
式
は
19
日
、
上
磯
正
教
会
で
仙

台
の
大
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
ご
司
祷
、
教
区
内
の
陪
祷
に
よ
り
行
わ
れ



　
全
国
公
会
　 

7
月
11
・
12
日
　（
東
京
）　         

七
月
一
一
日
（
土
）

　

東
京
ニ
コ
ラ
イ
会
館
に
お
い
て
、
一
三
時
開

会
祈
祷
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
開
会
宣
言

に
よ
り
一
五
年
度
全
国
公
会
を
開
始
。
議
長
ダ

ニ
イ
ル
座
下
の
ご
指
名
に
よ
り
、
副
議
長
（
ワ

シ
リ
イ
加
藤
師
・
イ
オ
ナ
近
藤
兄
）・
書
記
・

議
事
録
署
名
人
・
議
事
運
営
委
員
等
が
選
任
さ

れ
た
。
そ
の
あ
と
副
議
長
の
司
会
の
も
と
、
ダ

ニ
イ
ル
座
下
の
訓
示
、
教
団
活
動
報
告
（
サ
ワ

大
浪
総
局
長
）、
全
国
宣
教
企
画
委
員
会
（
ダ

ヴ
ィ
ド
水
口
師
）、
全
国
献
金
委
員
会
（
マ
ル

コ
小
池
師
）、
諸
規
則
検
討
委
（
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ン
枡
田
師
）、
西
日
本
教
区
セ
ン
タ
ー
報

告
と
御
礼
（
及
川
）
な
ど
議
事
が
順
調
に
進
行

し
た
。
夕
方
六
時
か
ら
東
京
復
活
大
聖
堂
で
晩

祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。

一
二
日
（
日
）

　

午
前
中
、ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
、セ
ラ
フ
ィ

ム
大
主
教
座
下
、
全
国
の
司
祭
が
陪
祷
す
る
主

日
聖
体
礼
儀
で
は
、
小
聖
入
時
に
昇
叙
式
が
行

わ
れ
た
。
イ
サ
イ
ヤ
酒
井
師
・
イ
オ
ア
ン
小
野

師
を
長
司
祭
に
任
命
し
飾
十
字
架
・
パ
リ
ツ
ァ

を
、
ス
テ
フ
ァ
ン
桑
原
師
に
金
十
字
架
・
ナ
ベ

ト
ロ
ニ
ク
を
授
与
。
領
聖
後
、
終
戦
お
よ
び
セ

ル
ギ
イ
府
主
教
永
眠
七
十
年
を
記
念
し
て
教
役

者
記
憶
パ
ニ
ヒ
ダ
が
執
行
さ
れ
た
。

　

昼
食
後
、公
会
第
二
日
目
の
日
程
案
に
沿
っ
て
議
事
再
開
、

過
年
度
決
算
報
告
（
小
島
財
務
部
長
）・
監
査
報
告
、
予
算

案
上
程
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
。
建
議
案

と
し
て
は
古
川
教
会
跡
地
・
信
徒
遺
贈
分
の
処
理
に
つ
い
て

教
団
に
一
任
す
る
こ
と
を
決
議
。
会
計
監
査
の
選
任
、
人
事

異
動
の
発
表
な
ど
の
議
事
の
あ
と
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
の
閉

会
の
言
葉
・
閉
会
祈
祷
、
祝
賀
会
を
も
っ
て
公
会
は
無
事
終

了
し
た
。
遠
く
西
日
本
か
ら
出
席
さ
れ
た
皆
様
、
猛
暑
の
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。                          

教
団
人
事
異
動

司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明
師
（
大
阪
）

　
　

→
岩
手
県
盛
岡
正
教
会
（
盛
岡
管
区
）
へ

司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
雄
一
師
（
名
古
屋
）

　
　

→
大
阪
正
教
会
（
大
阪
管
区
）
へ

司
祭
ミ
ハ
イ
ル
対
中
秀
行
師
（
盛
岡
）

　
　

→
東
京
復
活
大
聖
堂
教
会
へ

「
幾
歳
も
！
」（
昇
叙
）

長
司
祭
昇
叙
飾
十
字
架
、
パ
リ
ツ
ァ
佩
用

　

長
司
祭
イ
サ
イ
ヤ
酒
井
以
明
師
（
豊
橋
）

　

長
司
祭
イ
オ
ア
ン
小
野
貞
治
師
（
東
京
）

金
十
字
架
・
ナ
ベ
ト
ロ
ニ
ク
佩
用
、
カ
ミ
ラ
フ
カ
・
ス
ク
フ
ィ

ヤ
祝
福

    

司
祭
ス
テ
フ
ァ
ン
桑
原
建
夫
師
（
前
橋
）

（
及
川
記
）



教
会
代
表
者
懇
談
会

　

五
月
六
日(

水
・
祝)

西
日
本
主
教
区
主
催
・
教
会
代

表
者
懇
談
会
が
大
阪
教
会
に
て
開
か
れ
、
西
日
本
主
教
区

の
各
教
会
の
代
表
者
二
十
一
名
の
方
、
そ
れ
か
ら
パ
ウ
ェ

ル
及
川
神
父
様
、
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
様
、
ゲ
オ
ル
ギ
イ

松
島
神
父
様
、
エ
フ
レ
ム
後
藤
神
父
が
参
加
し
ま
し
た
。

西
日
本
主
教
区
で
は
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
が
、
同
じ
教

区
内
の
他
の
教
会
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
知
る
こ

と
、
西
日
本
主
教
区
が
一
つ
の
主
教
区
と
し
て
共
に
歩
ん

で
行
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
何
か

決
定
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
気
兼
ね
な
く
各
教
会
の
代
表

者
の
皆
さ
ん
が
質
問
を
し
た
り
、
意
見
を
交
換
す
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

開
会
祈
祷
の
後
、
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
神
父
様
の
司
会
の

も
と
、
各
教
会
の
代
表
者
の
方
が
簡
単
な
自
己
紹
介
し
ま

し
た
。
次
に
豊
橋
教
会
、
名
古
屋
教
会
、
半
田
教
会
、
九

州
北
教
会
、
徳
島
教
会
、
高
松
教
会
、
和
歌
山
教
会
、
神

戸
教
会
、
京
都
教
会
、
大
阪
教
会
の
順
で
各
教
会
の
紹
介
、

歴
史
や
教
勢
、
工
夫
し
て
い
る
活
動
、
現
在
悩
ん
で
い
る

点
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
議
に
お
い
て
は
、
主
に
三
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
活
発

に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
日
本
正
教
会
の

信
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
神
父
様
方
か

ら
、
会
報
を
印
刷
す
る
コ
ピ
ー
機
が
な
い
等
、
伝
道
の
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
地
方
教
会
の
現
状
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
否
定
的
な
こ
と
ば
か
り
言
う
の
で
は
な

く
、
礼
拝
の
喜
び
、
そ
の
体
験
の
蓄
積
を
大
事
に
す
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
を
土
台
に
し
て
神
品
、
信
徒
が
共
に
協

力
し
て
宣
教
に
励
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
正
教
会
を
宣
伝
し
て
い
く

こ
と
を
信
徒
の
方
に
も
っ
と
積
極
的
に
行
っ
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
に
信
徒
の
子
供
、
孫
の
世
代
の
こ
と
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
日
本
人
の
信
徒
の
子
供
が
ど
こ
の
教

会
も
少
な
い
が
、
幼
児
洗
礼
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
信

徒
の
親
と
し
て
の
責
務
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
教
会
の
方
が
、
復
活
祭
の

卵
染
め
を
子
供
た
ち
に
呼
び
か
け
、
多
く
の
子
供
た
ち
が

参
加
し
た
、
と
い
う
体
験
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
教
会
に
よ
っ
て
は
日
曜
学
校
を
し
た
い
の
だ
が
、
そ

れ
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
に
こ
れ
か
ら
京
都
に
建
設
さ
れ
る
「
西
日
本
主
教

区
教
区
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
代
表
者
懇
談
会
の
よ
う
な
形
で
、
こ
れ
か

ら
も
信
徒
の
方
か
ら
積
極
的
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
っ
て
い

く
こ
と
、
聖
歌
の
研
修
会
を
行
う
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
様
々
な
年
齢
層
の
方
を
集
め
る
こ
と
、
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ウ
ェ
ル
及
川
神
父
様
か
ら
、

教
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
西
日
本
主
教
区
の
発
展
の
始
ま

り
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
教
区
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活

用
し
、
主
教
区
の
教
勢
発
展
に
努
め
た
い
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
よ
う
な
場
を
今
後
も
多
く
つ
く
り
た
い
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
、閉
会
祈
祷
を
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
新
し
く
建
設
さ
れ
た
京
都
の
教
区
セ
ン
タ
ー
で

来
年
三
月
一
〇
日
に
第
二
回
の
教
会
代
表
者
懇
談
会
を
開

催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
後
藤
記
）



西日本主教教区ニュース

大
阪
大
空
襲
７
０
年　

写
真
パ
ネ
ル
展
の
開
催　

大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

　
「
三
月
で
の
空
襲
で
は
南
大
阪
等
、
大
阪
中
心
部
に
焼

夷
弾
攻
撃
が
加
え
ら
れ
、
い
よ
い
よ
大
阪
市
も
こ
れ
か
ら

本
格
的
攻
撃
の
危
険
な
状
態
に
お
か
れ
た
。
…
第
二
回
の

大
空
襲
で
は
、
事
無
き
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
六
月
の
第

三
回
の
大
空
襲
は
、
遂
に
聖
堂
を
焼
き
は
ら
っ
た
の
で
あ

る
。
…
回
り
は
火
の
海
と
な
り
、
遂
に
待
避
せ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
間
に
聖
堂
に
焼
夷
弾
が
数
発
命
中
し
、
木
造
の

大
聖
堂
は
数
時
間
に
し
て
灰
燼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。」（「
ア
レ
キ
セ
イ
三
谷
神
父
の
記
憶
」
よ
り
）

　

大
阪
大
空
襲
は
、
計
八
回
も
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

の
第
三
回
目
で
あ
る
６
月
７
日
に
、
大
阪
の
天
満
橋
近
く

の
石
町
（
こ
く
ま
ち
）
一
丁
目
に
あ
っ
た
生
神
女
庇
護
聖

堂
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
７
０
年
目

を
迎
え
た
本
年
、
悲
し
み
や
苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
き
た

歴
史
と
、
平
和
の
大
切
さ
を
、
多
く
の
人
た
ち
と
分
か
ち
合
い
た

い
と
の
趣
旨
か
ら
、
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
と
し
て
、
写
真
パ

ネ
ル
展「
石
町
一
丁
目
の
歴
史
～
三
橋
楼
と
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
そ
の
石
町
一
丁
目
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
「
大
阪
府
立

労
働
セ
ン
タ
ー
（
エ
ル
お
お
さ
か
）」
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
催
し
は
、
お
よ
そ
教
会
内
で
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
な

か
な
か
教
会
か
ら
離
れ
て
の
開
催
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
、
正
教
会
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
三
橋
楼
（
さ
ん
き
ょ
う
ろ
う
）」
と
い
う
有
名
な
料
亭
旅
館
を

買
い
取
っ
て
会
堂
と
し
た
時
の
貴
重
な
写
真
、
石
町
に
そ
び
え

立
っ
た
あ
り
し
日
の
聖
堂
の
写
真
、
大
空
襲
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る

資
料
、
戦
後
の
仮
聖
堂
の
写
真
、
今
の
吹
田
の
教
会
に
も
現
存
す

る
こ
う
し
た
歴
史
を
物
語
る
門
柱
や
鐘
の
写
真
な
ど
、
約
４
０
点

を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
谷
神
父
さ
ま
が
聖
器
物
な
ど
を
防

空
壕
に
避
難
さ
せ
て
い
た
お
か
げ
で
、
大
阪
教
会
で
は
今
も
そ
の

一
部
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
聖
器
物
や
三
谷
神
父

さ
ま
ご
夫
妻
の
罹
災
証
明
書
な
ど
も
展
示
し
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
（
金
）、
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）
の
三
日
間
だ
け

の
展
示
で
し
た
が
、
来
場
者
は
の
べ
２
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

近
く
に
住
む
お
年
寄
り
や
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
々
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
新
聞
を
見
て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
熱
心
に
写
真
を
見
つ

め
、
説
明
文
を
し
っ
か
り
と
読
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
と
い
う
記
憶
す
べ
き
日
に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
、

「
大
空
襲
に
よ
っ
て
永
眠
し
た
す
べ
て
の
人
々
」の
た
め
に
リ
テ
ィ

ヤ
を
献
じ
、
祈
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

水
口
記
）



「
光
の
子
会
」

　

開
催
日
の
８
月
１
日
と
２
日
は
高
温
注
意
報
が
出
て

い
ま
し
た
の
で
婦
人
会
の
方
々
に
は
大
量
の
麦
茶
と
氷

を
用
意
し
て
も
ら
い
、
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
出
来

る
だ
け
室
内
で
過
ご
す
時
間
を
多
く
と
り
ま
し
た
。
大

阪
教
会
・
神
戸
教
会
か
ら
の
参
加
者
32
人
は
全
員
２
日

間
を
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
教
会
の
シ
ン
ボ
ル
』
で
し
た
。

聖
堂
の
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る
“
ぶ
ど
う
、
鳩
、
オ

リ
ー
ブ
の
葉
、
星
な
ど
の
模
様
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ

る
か
、
を
水
口
神
父
に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お

話
し
に
続
き
ハ
リ
ス
テ
ィ
ナ
西
口
姉
の
指
導
で
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
風
の
工
作
を
し
ま
し
た
。
教
会
の
シ
ン
ボ
ル

や
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
下
絵
に

し
て
プ
ラ
板
に
写
し
色
を
塗
り
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を

く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
プ
ラ
板
と
重
ね
て
額
に
入
れ
る

と
、
ま
る
で
窓
の
外
か
ら
光
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
よ
う
な
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
保
護
者
も
挑
戦
し
、
全
員
が
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

晩
祷
の
前
に
は
聖
堂
内
で
シ
ン
ボ
ル
の
模
様
を
み
ん

な
で
探
し
、
祈
祷
の
な
か
で
「
主
あ
わ
れ
め
よ
」
を
歌

い
ま
し
た
。

　
「
光
の
子
会
」
は
大
阪
教
会
で
30
数
年
前
か
ら
続
い
て
い
る

日
曜
学
校
の
行
事
で
す
が
、
数
年
前
か
ら
参
加
者
の
傾
向
が
変

化
し
、
今
年
は
未
信
者
の
ご
家
族
や
外
国
人
の
お
子
さ
ん
が
半

数
を
占
め
ま
し
た
。
と
き
に
は
英
語
や
ロ
シ
ア
語
で
の
会
話
が

聞
こ
え
て
き
た
り
、
21
世
紀
の
日
本
正
教
会
の
姿
を
か
い
ま
見

る
よ
う
で
し
た
。

　

正
教
会
全
体
で
は
今
や
高
齢
化
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
「
光
の
子
会
」
で
は
将
来
の
正
教
会

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
国
籍
や
受
洗
・
未
受
洗
を
気
に
せ
ず
、
来
年
は
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
【
教
会
の
お
友
だ
ち
】
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

          （
水
口
敦
子
記
）

①　　
③　　④　

③

こども会 夏休み イベント

正
教
基
礎
講
座
閉
講

　

二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
一
五
年
三
月
に
わ
た
り
計
十
二
回
、

正
教
基
礎
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神

父
様
が
「
聖
書
概
論
」
と
題
し
て
新
・
旧
約
聖
書
に
関
す
る
基

礎
知
識
や
全
体
像
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
エ
フ

レ
ム
後
藤
神
父
が
「
正
教
定
理
神
学
」
と
題
し
て
正
教
会
の
教

義
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。
神
戸
教
会
の
方
四
名
、
大
阪
教

会
の
方
一
名
が
受
講
し
、
最
後
の
回
に
は
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父

様
よ
り
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
講
者
の
中

か
ら
大
阪
教
会
の
ソ
ロ
モ
ン
川
島
兄
が
今
年
度
九
月
よ
り
東
京

正
教
神
学
院
に
入
学
さ
れ
ま
す
。
神
学
校
に
お
い
て
も
、
な
お

一
層
の
研
鑽
を
積
ま
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
（
後
藤
記
）

「
日
曜
美
術
館
」
放
映
後
、
見
学
希
望
者
が
相
次
ぐ
　
　
豊
橋
教
会

　

日
本
正
教
会
の
黎
明
期
に
今
日
に
残
る
多
く
の
イ
コ
ン
を
書
い
た
イ
リ

ナ
山
下
り
ん
は
、
最
近
で
は
教
会
外
の
美
術
愛
好
家
に
も
よ
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
豊
橋
教
会
に
も
５
点
あ
る
山
下
り
ん
の
作
品
を
尋

ね
て
来
会
す
る
市
民
も
多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
今
年
三
月
八
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
日
曜
美
術
館
『
祈
り
の
ひ
と
み
、
山
下
り
ん
と
東
北
』」
で
盛
教
会
、

北
麓
教
会
、
そ
し
て
震
災
で
焼
失
し
た
山
田
教
会
に
残
る
イ
コ
ン
が
、
そ

こ
で
営
ま
れ
る
信
仰
生
活
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
以
来
、「
山
下
り
ん
の

イ
コ
ン
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
ひ
っ
き
り
な

し
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
番
組
で
は
山
田
教
会
の
信
徒
が
、
幼
時

か
ら
見
慣
れ
て
き
た
イ
コ
ン
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
悲
し
み
を
述
べ
て
い

た
が
、
あ
ら
た
め
て
自
分
た
ち
も
聖
堂
の
イ
コ
ン
を
大
切
に
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
記
）

大阪

日
曜
学
校
夏
休
み
行
事
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「
地
引
き
網
」

　

開
催
日
の
８
月
１
日
と
２
日
は
高
温
注
意
報
が
出
て

い
ま
し
た
の
で
婦
人
会
の
方
々
に
は
大
量
の
麦
茶
と
氷

を
用
意
し
て
も
ら
い
、
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
出
来

る
だ
け
室
内
で
過
ご
す
時
間
を
多
く
と
り
ま
し
た
。
大

阪
教
会
・
神
戸
教
会
か
ら
の
参
加
者
32
人
は
全
員
２
日

間
を
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
教
会
の
シ
ン
ボ
ル
』
で
し
た
。

聖
堂
の
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る
“
ぶ
ど
う
、
鳩
、
オ

リ
ー
ブ
の
葉
、
星
な
ど
の
模
様
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ

る
か
、
を
水
口
神
父
に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お

話
し
に
続
き
ハ
リ
ス
テ
ィ
ナ
西
口
姉
の
指
導
で
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
風
の
工
作
を
し
ま
し
た
。
教
会
の
シ
ン
ボ
ル

や
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
下
絵
に

し
て
プ
ラ
板
に
写
し
色
を
塗
り
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を

く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
プ
ラ
板
と
重
ね
て
額
に
入
れ
る

と
、
ま
る
で
窓
の
外
か
ら
光
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
よ
う
な
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
保
護
者
も
挑
戦
し
、
全
員
が
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

晩
祷
の
前
に
は
聖
堂
内
で
シ
ン
ボ
ル
の
模
様
を
み
ん

な
で
探
し
、
祈
祷
の
な
か
で
「
主
あ
わ
れ
め
よ
」
を
歌

い
ま
し
た
。

　

夕
食
、
縁
日
、
花
火
と
お
楽
し
み
が
続
き
、
こ
の
日
は
12
人
が

教
会
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

　

日
曜
日
は
参
加
者
の
う
ち
６
人
が
領
聖
に
預
か
り
、ま
さ
に「
光

の
子
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
午
前
中
に
作
成
し
た
『
預
言
者
エ
リ
ヤ
』
の
紙

芝
居
を
大
人
の
方
々
の
前
で
披
露
し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
午
後
の
外
気
温
は
３
６
度
ま
で
上
昇
し

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
年
恒
例
の
水
鉄
砲
遊
び
、
す
い
か

割
り
を
暑
さ
も
忘
れ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

西日本主教教区ニュース

名古屋

　

八
月
八
日
、
立
秋
と
い
い
な
が
ら
猛
暑
の
中
、

知
多
半
島
の
内
海
に
て
、
名
古
屋
教
会
主
催
、
西

日
本
主
教
教
区
後
援
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
地
引
網

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
及
川

神
父
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
て
遠
く
京
都
や
大
阪
、

徳
島
な
ど
か
ら
の
参
加
者
を
合
わ
せ
て
五
十
三
名

と
い
う
盛
会
ぶ
り
で
し
た
。ま
ず
は
東
浜
海
岸
で
、

松
島
神
父
さ
ま
に
よ
る
網
の

成
聖
の
後
、
二
手
に
分
か
れ

て
海
岸
を
何
度
も
往
復
し
て

網
を
ひ
っ
ぱ
り
ま
す
。
生
き

の
い
い
魚
が
た
く
さ
ん
網
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
い
な

だ
、
ぼ
ら
、
鯛
、
た
こ
、
舌

平
目
、
鯵
、
黒
鯛
、
こ
ち
な

ど
が
取
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

海
岸
か
ら
車
で
十
分
ほ
ど
の

南
知
多
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
に

移
動
し
て
、
魚
は
も
っ
ぱ
ら

お
刺
身
に
し
て
、
他
は
ミ

テ
ィ
テ
ィ
（
ル
ー
マ
ニ
ア
の

ハ
ン
バ
ー
グ
）
や
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
焼
き
そ
な
ど
で
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

 

最
後
に
子
供
た
ち
は
ス
イ
カ
割
り
で

盛
り
上
が
り
、
暑
い
な
か
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
（
伊
藤
記
）
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「
我
ら
人
々
の
た
め
、
ま
た
我
ら
の
救
い
の
た
め
に
、

ポ
ン
テ
ィ
ピ
ラ
ト
の
時
、
十
字
架
に
釘
打
た
れ
、
苦
し

み
を
受
け
…
」（
ニ
ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
信
経
）

　
「
私
た
ち
の
救
い
の
た
め
に
」
イ
イ
ス
ス
は
十
字
架

で
苦
し
み
を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
の
救
い
の
た
め
に

は
主
の
苦
し
み
が
必
要
で
し
た
。
で
も
、
あ
ら
た
め
て

「
な
ぜ
？
」
と
問
わ
れ
る
と
、
さ
て
…
。

　
「
イ
イ
ス
ス
の
宣
教
が
思
い
通
り
で
あ
れ
ば
、
主
の

苦
し
み
は
な
か
っ
た
は
ず
、
…
苦
し
み
は
主
の
宣
教
活

動
の
し
く
じ
り
の
結
果
に
過
ぎ
ず
、
主
の
思
い
描
い
て

い
た
『
救
い
』
に
は
本
来
必
要
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
」、
そ
ん
な
疑
問
さ
え
浮
か
び
か
ね
ま
せ
ん
。

　

し
か
し「
一
つ
の
聖
な
る
公
な
る
使
徒
の
」教
会（
信

経
）
は
主
の
十
字
架
の
苦
し
み
と
死
を
「
我
ら
の
救
い

の
た
め
」
と
信
じ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
正
教
は
十

字
架
を
復
活
か
ら
決
し
て
切
り
離
し
ま
せ
ん
。
至
聖
所

の
大
十
字
架
の
裏
に
は
復
活
の
主
が
描
か
れ
ま
す
。
し

か
し
十
字
架
は
、
死
な
な
け
れ
ば
復
活
は
あ
り
得
な
い

と
い
う
、
不
可
欠
の
論
理
的
前
提
条
件
に
す
ぎ
な
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
も
し
そ

う
な
ら
、
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
の
苦
し
み
が
必
要
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
お
釈
迦
様
の
よ
う
に
弟
子
た
ち
に
囲
ま
れ

安
ら
か
な
死
を
死
に
、
三
日
目
に
ニ
ッ
コ
リ
復お
目
ざ
め活
！
で

は
な
ぜ
だ
め
な
の
で
し
ょ
う
。
最
愛
の
「
独ひ
と
り
ご

生
子
」
の

苦
し
み
が
神
の
目も
く
ろ
み

論
見
は
ず
れ
の
不
幸
な
結
果
で
は
な

い
な
ら
、
何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

人
が
、
私
た
ち
が
、
こ
の
世
に
生
き
る
こ
と
は
苦
し

い
こ
と
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
苦
し
み
に
は
意

味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

ハ
リ
ス
ト
ス
は
人
と
な
っ
た
神
で
す
。
初
代
教
会
は

こ
の
神
秘
を
「
お
の
れ
を
む
な
し
う
し
て
僕
の
か
た
ち
を

と
り
、
人
間
の
姿
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
有
様
は
人
と
異
な

ら
ず
、
お
の
れ
を
低
く
し
て
、
死
に
至
る
ま
で
、
し
か
も

十
字
架
の
死
に
至
る
ま
で
」
と
讃
え
ま
し
た
（ﾌｨﾘｯﾌﾟ

２
・
７
）。
主
は
私
た
ち
人
が
背
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
条
件

は
、
罪
の
他
す
べ
て
背
負
い
ま
し
た
。「
代
わ
り
に
」
で

は
な
く
「
共
に
」
で
す
。
も
し
私
た
ち
の
罪
に
対
す
る
刑

罰
の
苦
し
み
を
、
主
が
「
代
わ
り
に
」
十
字
架
で
受
け
て

下
さ
っ
た
と
い
う
な
ら
、
な
ぜ
私
た
ち
は
依
然
と
し
て
苦

し
み
に
あ
え
ぐ
の
で
し
ょ
う
。
む
ち
打
ち
と
磔
は
り
つ
けの
苦
し
み

を
は
る
か
に
凌
ぐ
苦
し
み
が
こ
の
世
に
あ
り
続
け
る
の
で

し
ょ
う
。　

　

人
と
な
っ
た
神
・
ハ
リ
ス
ト
ス
の
苦
し
み
は
私
た
ち
の

こ
の
苦
し
み
を
神
と
共
に
す
る
苦
し
み
に
変
え
、
復
活
に

い
た
る
道
へ
と
意
味
を
与
え
て
下
さ
っ
た
、
…
そ
う
で

あ
っ
て
こ
そ
、
主
の
十
字
架
の
苦
し
み
は
、
私
た
ち
の
救

「
苦
し
み
を
受
け
…
」　
十
字
架
挙
栄
祭
に

司
祭　

ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
雄
一
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そ
の
叫
び
へ
の
答
え
を
「
こ
の
世
」
で
は
見
つ
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

主
イ
イ
ス
ス
で
さ
え
、
私
た
ち
の
こ
の
「
神
様
！
ど
う

し
て
」
と
い
う
叫
び
を
裁
か
ず
、
反
対
に
十
字
架
の
上
で

ご
自
身
が
、「
神
よ
、
神
よ
、
ど
う
し
て
、
私
を
お
見
捨

て
に
な
っ
た
の
で
す
か
」
と
叫
ば
れ
ま
し
た
（
マ
ト
フ
ェ
イ

27･

46
）。
何
と
神
で
あ
る
お
方
が
！　

私
た
ち
と
共
に
、

「
神
か
ら
さ
え
も
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
人

の
究
極
の
苦
し
み
を
、
人
の
究
極
の
孤
独
を
共
に
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
に
こ
そ
、
私
た
ち
の
存
在

の
最
も
深
い
と
こ
ろ
か
ら
私
た
ち
を
揺
さ
ぶ
り
、
溢
れ
で

て
く
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
共
に
さ
れ
た
孤
独
は
も
は
や

孤
独
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
苦
し
み
は
す
べ
て
こ

の
ハ
リ
ス
ト
ス
、
生
命
で
あ
る
お
方
に
導
か
れ
、
生
命
で

あ
る
お
方
と
共
に
、
生
命
で
あ
る
お
方
に
向
か
っ
て
の
歩

み
へ
と
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
希

望
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
・
ハ
リ
ス
ト
ス
の
愛
を
受
け
入

れ
、
そ
の
十
字
架
の
苦
し
み
を
今
度
は
私
た
ち
が
進
ん
で

分
か
ち
合
う
な
ら
ば
、
主
と
と
も
に
よ
み
が
え
り
へ
の
、

い
の
ち
へ
の
道
を
歩
み
出
せ
る
と
い
う
希
望
で
す
。
こ
の

希
望
に
励
ま
さ
れ
私
た
ち
は
洗
礼
を
受
け
た
の
で
す
。
ま

た
日
々
、
信
仰
を
新
た
に
し
て
ゆ
く
の
で
す
。

　

正
教
会
は
「
十
字
架
挙
栄
祭
」、
こ
の
日
に
至
聖
所
か

ら
主
の
十
字
架
を
高
々
と
掲
げ
私
た
ち
の
真
ん
中
に
持
ち

出
し
、
美
し
く
花
で
飾
り
、
そ
れ
に
伏
拝
し
、
口
づ
け
し

ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
私
た
ち
の
罪
の
償
い
と
し
て

の
十
字
架
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
、「
生
命
を
施
す
」
十

字
架
で
す
。「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
、
私
は
す
で
に
世
に

勝
っ
て
い
る
」
と
宣
言
さ
れ
た
お
方
の
勝
利
の
し
る
し
で

す
。

い
に
と
っ
て
意
味
が
あ
り
、
ま
た
私
た
ち
自
身
の
苦
し

み
も
無
意
味
で
は
な
く
な
る
の
で
す
。
そ
れ
を
信
じ
な

い
な
ら
、
こ
の
世
の
苦
し
み
は
ぶ
つ
け
よ
う
の
な
い
憤

り
の
炎
に
自
身
を
燃
や
し
尽
く
し
て
し
ま
う
だ
け
の
不

条
理
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
誰
が
い
っ
た
い
、
そ
ん
な
苦
し

み
に
「
耐
え
な
さ
い
」
な
ど
と
、
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
神
は
不
公
平
だ
、
自
分
だ
け
が
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
不
幸
せ
な
ん
だ
と
」
と
叫
ぶ
人
が
い
つ
の
時
代
に
も

い
ま
す
。
私
た
ち
の
心
の
中
に
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
や
、
確
か
に
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
切
実
で
正
直

な
叫
び
で
す
。
そ
う
叫
ぶ
人
た
ち
を
信
仰
が
足
ら
な
い

な
ど
と
裁
く
こ
と
の
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
。「
神
は

私
た
ち
が
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
試
練
は
与
え
ま
せ

ん
」（
コ
リ
ン
フ
前
10
・
13
）
な
ど
と
し
た
り
顔
で
使
徒
の

口
ま
ね
を
す
る
資
格
の
あ
る
人
な
ど
い
ま
せ
ん
。
人
は

ストゥデニツァ修道院 ( セルビア）のフレスコ



12

ヤ
コ
フ
・
チ
ハ
イ
の
故
郷
を
た
ず
ね
て
　
モ
ル
ド
ヴ
ァ･

ブ
コ
ヴ
ィ
ナ 

                      

「
み
ん
な
で
歌
う
単
音
聖
歌
」
の
ル
ー
ツ
　
　
　
　
　
マ
リ
ア
松
島
純
子

　

修
道
輔
祭
ア
ナ
ト
リ
ー
・
チ
ハ
イ
は
、
一
八
六
九
年
か
ら

七
一
年
に
日
本
宣
教
団
発
足
の
た
め
に
ロ
シ
ア
に
帰
国
し
キ
エ

フ
に
立
ち
寄
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
に
出
会
い
、
日
本
伝
道
を
決
意
し

ま
す
。
キ
エ
フ
神
科
大
学
を
卒
業
し
た
ア
ナ
ト
リ
ー
は
修
道
司

祭
に
叙
せ
ら
れ
、
そ
の
年
の
暮
れ
に
来
日
し
、
一
八
九
〇
年
に

病
を
得
て
帰
国
す
る
ま
で
、お
よ
そ
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
函
館
、

大
阪
、
東
京
で
ニ
コ
ラ
イ
と
共
に
、
伝
道
に
身
を
捧
げ
ま
し
た
。

七
四
年
ア
ナ
ト
リ
ー
の
弟
ヤ
コ
フ
も
聖
歌
教
師
と
し
て
招
聘
さ

れ
、
日
本
語
の
祈
祷
文
に
音
楽
を
付
け
、
音
楽
指
導
を
行
い
、

日
本
聖
歌
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

ふ
た
り
は
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
の
北
西
端
ホ
テ
ィ
ン
県
の
タ
ラ
シ

フ
ツ
ィ
村(

現
在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
チ
ェ
ル
ノ
フ
ツ
ィ
県)

で

教
会
の
堂
守
を
勤
め
る
デ
ミ
ト
リ
ー
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

タ
ラ
シ
フ
ツ
ィ
の
あ
る
山
岳
地
域
は
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
、「
ブ
ナ
の

国
」
と
い
う
美
し
い
名
前
で
呼
ば
れ
ま
す
。
ブ
ナ
の
森
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、ル
ー
マ
ニ
ア
へ
と
国
境
を
越
え
て
広
が
り
、

モ
ル
ド
ヴ
ァ
公
国
時
代
に
建
て
ら
れ
た
美
し
い
修
道
院
群
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
ネ
ア
ム
ツ
修
道
院
は
こ
の

地
の
修
道
の
中
心
で
、
聖
パ
イ
ー
シ
イ
（
ヴ
ェ
リ
チ
コ
フ
ス

キ
ー1722-1792

）
を
慕
っ
て
各
地
か
ら
修
道
士
が
集
ま

り
、『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
の
ス
ラ
ブ
語
訳
が
出
版
さ
れ
、
弟

子
た
ち
は
各
地
に
修
道
院
を
開
き
、
ネ
ア
ム
ツ
の
伝
統
を
伝

え
ま
し
た
。
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
で
は
ス
ラ
ブ
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、

ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
の
聖
歌
が
歌
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ナ
ト
リ
ー
と
ヤ
コ
フ
は
初
等
教
育
を
終
え
る
と
キ
シ
ナ

ウ
（
ロ
シ
ア
語
読
み
で
キ
シ
ニ
ョ
フ
）
の
神
学
校
に
進
み
ま

し
た
。
ア
ナ
ト
リ
ー
は
神
学
校
在
学
中
に
ア
ト
ス
山
の
ゾ
ー

グ
ラ
フ
修
道
院
で
修
道
士
と
な
り
ま
し
た
。
ゾ
ー
グ
ラ
フ
は

ブ
ル
ガ
リ
ア
系
で
す
が
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
公
国
の
ス
テ
フ
ァ
ン

大
公
が
設
立
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
人
に
も
縁

の
深
い
修
道
院
で
し
た
。
ゾ
ー
グ
ラ
フ
の
図
書
館
に
は
今
も

日
本
語
の
祈
祷
書
を
含
む
ア
ナ
ト
リ
ー
の
蔵
書
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。
ア
ナ
ト
リ
ー
は
一
八
六
六
年
神
学
校
に
戻
り
、

卒
業
後
キ
エ
フ
神
科
大
学
に
進
み
ま
し
た
。

　

ヤ
コ
フ
は
卒
業
後
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
宮
廷
教
会
聖
歌
隊
に
入

り 

、
聖
歌
の
ほ
か
に
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ
ロ
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
修

得
し
ま
し
た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
音
楽
界
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

モ
ル
ド
ヴ
ァ
の
出
身
者
が
多
く
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
音
楽
院
を
創

設
し
た
ア
ン
ト
ン
・
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
聖
歌
の
作
曲
家

と
し
て
有
名
な
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
リ
ヴ
ォ
ス
フ
キ
ー
（
一
八
八
〇

年
に
来
日
し
た
輔
祭
デ
ミ
ト
リ
ー
は
甥
に
あ
た
る
）
を
中
心
と

し
た
モ
ル
ド
ヴ
ァ
人
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
一
八
七
二
年
ニ
コ
ラ
イ
は
宣
教
拡
大
の
た
め
に
東
京
に

拠
点
を
移
し
、函
館
を
ア
ナ
ト
リ
ー
に
任
せ
ま
す
。ア
ナ
ト
リ
ー

は
早
速
、
初
等
教
育
の
ほ
か
に
基
礎
的
な
正
教
要
理
と
誦
経
、

聖
歌
な
ど
の
礼
拝
実
践
を
教
え
る
伝
教
学
校
と
詠
隊
学
校
を
開

き
、
ヤ
コ
フ
の
助
け
を
得
て
日
本
語
聖
歌
を
拡
充
し
、
聖
歌
譜

を
作
成
し
ま
し
た
。
続
い
て
東
京
で
も
六
年
制
の
神
学
校
と
は

別
に
短
期
コ
ー
ス
の
「
伝
教
学
校
」「
聖
歌
学
校
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。『
唱
歌
譜
』
と
書
か
れ
た
単
音
聖
歌
譜
は
何
度
も

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
正
教
会
聖
歌
の
揺
籃
期
に
貢
献
し
た
ヤ
コ
フ
・
チ
ハ
イ
と
ド
ミ
ト
リ
ー
・
リ
ヴ
ォ
フ
ス
キ
ー
は
モ
ル
ド
ヴ
ァ
（
当
時
は

ロ
シ
ア
帝
国
領
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
）
の
出
身
で
し
た
。
ヤ
コ
フ
は
パ
ウ
エ
ル
沢
辺
琢
磨
が
「
ヤ
コ
フ
さ
ん
が
来
て
、
本
格
的
な
聖
歌
が
で
き
た
」
と
述
懐
す
る
よ
う

に
、
兄
ア
ナ
ト
リ
ー
掌
院
と
と
も
に
ニ
コ
ラ
イ
の
宣
教
を
助
け
、
日
本
語
聖
歌
の
礎
を
作
り
ま
し
た
。　

チ
ハ
イ
兄
弟
の
故
国
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
は
、
も
と
も
と
は

ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
国
モ
ル
ド
ヴ
ァ
公
国
の
東
半
分
で
、
一
五
世
紀
に
ト
ル
コ
領
と
な
り
、
露
土
戦
争(

一
八
一
二)

の
結
果
ロ
シ
ア
に
割
譲
さ
れ
ま
し
た
。
彼
等

の
生
ま
れ
た
タ
ラ
シ
フ
ツ
ィ
は
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
地
方
の
一
角
に
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
や
ル
ー
マ
ニ
ア
と
国
境
を
接
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統

の
行
き
交
う
多
言
語
、
多
文
化
、
多
民
族
の
地
域
で
し
た
。
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
伝
統
は
チ
ハ
イ
の
音
楽
を
通
し
て
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

再
版
さ
れ
、
基
本
的
な
正
教
教
理
や
礼
拝

の
式
順
を
学
ん
だ
若
い
伝
教
者
や
聖
歌
教

師
は
こ
の
『
唱
歌
譜
』
を
手
に
全
国
津
々

浦
々
に
出
て
ゆ
き
、
福
音
を
伝
え
、
新
し

い
メ
ン
バ
ー
に
聖
歌
を
教
え
、
礼
拝
を
行

ブコヴィナの修道院の
ひとつヴォロネツ

聖歌者ヤコフ・チハイ

アトスのゾーグラフ修道院に保存されているアナトリイの蔵書（サワ鐸木道剛兄提供）
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分
で
、
ま
し
て
や
お
抱
え
の
プ
ロ
の
聖
歌
隊
な
ど
望
む
べ
く

も
あ
り
ま
せ
ん
。
村
人
た
ち
は
聖
歌
リ
ー
ダ
ー
の
後
に
つ
い

て
聞
き
覚
え
で
歌
い
、
自
分
た
ち
の
歌
で
正
教
の
礼
拝
を
守

り
ま
し
た
。
歌
は
ほ
と
ん
ど
口
伝
え
で
し
た
が
、
後
に
単
音

聖
歌
譜
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
世
紀
の
ロ
シ
ア
人
正
教

聖
歌
研
究
者
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
は
「
カ
ル
パ

ト
・
ロ
シ
ア
の
正
教
と
ユ
ニ
ア 

の
混
在
す
る
村
の
教
会
で

は
、
会
衆
全
員
が
聖
歌
に
参
加
し
て
い
た
。･･･

聖
歌
リ
ー

ダ
ー
が
歌
い
始
め
、･･･

会
衆
が
唱
和
す
る
。･･･

歌
は
ユ

ニ
ゾ
ン
（
斉
唱
）
が
基
本
で
、し
ば
し
ば
平
行
す
る
メ
ロ
デ
ィ

(

多
分
三
度)

や
バ
ス
を
加
え
て
即
興
の
合
唱
で
歌
わ
れ
た
」

と
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
ロ
シ
ア
と
異
な
る
点
と
し

て
は
、
四
声
の
場
合
、
日
本
で
は
最
初
か
ら
男
女
混
声
で
編

成
さ
れ
ま
し
た
が(

一
八
七
五
年)

、
ロ
シ
ア
で
は
通
常
男

声
と
少
年
の
編
成
で
し
た
。
し
か
し
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
リ

チ
ア
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
で
は
西
方
教
会
か
ら
の
影
響
で
、
早

く
か
ら
混
声
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
唱
歌
譜
』
の
音
楽
を
詳
し
く
調
べ
る
と
、
さ
ら
に
意
外

な
事
実
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
従
来
、
日
本
の
聖
歌
は
当
時

ロ
シ
ア
教
会
の
標
準
と
さ
れ
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
宮
廷
教
会

聖
歌
集
（
オ
ビ
ホ
ー
ド
）
の
引
き
写
し
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
実
は
ト
ロ
パ
リ
の
八
つ
の
調
の
う
ち
、
二
調
、
五

調
、
六
調
、
七
調
は
チ
ハ
イ
兄
弟
の
故
郷
、
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
地

方
の
ロ
シ
ア
系
伝
統
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
メ
ロ
デ
ィ
に
酷

似
し
て
い
ま
す 

。

　

正
教
聖
歌
で
は
、
ふ
つ
う
八
調
に
基
づ
い
て
歌
う
と
き
に

は
「
オ
ス
モ
グ
ラ
シ
エ
（
八
調
）」
と
い
う
手
法
が
用
い
ら

れ
ま
す
。
聖
歌
作
成
の
基
本
技
能
で
、
聖
歌
者
は
調
ご
と
に

異
な
る
メ
ロ
デ
ィ
・
パ
タ
ー
ン
の
セ
ッ
ト
を
記
憶
し
て
お
り
、

そ
れ
を
部
品
と
し
て
組
み
合
わ
せ
て
ト
ロ
パ
リ
や
ス
テ
ィ
ヒ

ラ
を
歌
い
ま
す
。
ヤ
コ
フ
も
当
然
オ
ス
モ
グ
ラ
シ
エ
を
修
得

し
て
い
た
の
で
、
自
分
が
記
憶
し
て
い
る
調
の
メ
ロ
デ
ィ
の

二人の学んだキシナウ神学校の建物
現在は国立図書館

掌院アナトリー・チハイ

ブコヴィナの修道院の
ひとつヴォロネツ

チハイ等が編纂し、日本の地方教会
を支えてきた唱歌譜。通称ヨコナガ

キシナウ

ブコヴィナ地方

二人の故郷
タラシフツィ

い
、
教
会
を
築
き
ま
し
た
。
伝
教
者
派
遣
と
単
音
『
唱
歌
譜
』

を
用
い
た
会
衆
参
加
に
よ
る
礼
拝
実
践
は
ニ
コ
ラ
イ
宣
教
の
基

本
的
な
推
進
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
単
音
聖
歌
譜
、
会
衆
唱
、
短
期
学
校
、
い
ず
れ

も
当
時
の
ロ
シ
ア
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
方
法
で
し
た
。
ニ

コ
ラ
イ
は
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
で
し
ょ

う
か
。
鍵
と
考
え
ら
れ
る
の
が
チ
ハ
イ
兄
弟
の
故
郷
で
す
。

　

函
館
で
は
ア
ナ
ト
リ
ー
の
主
導
で
東
京
に
先
ん
じ
て
短
期

コ
ー
ス
の
伝
教
学
校
や
聖
歌
学
校
が
開
校
さ
れ
、
単
音
聖
歌
譜

が
作
ら
れ
ま
し
た(

一
八
七
四
年
の
報
告
書)

。
ベ
ッ
サ
ラ
ビ

ア
で
の
状
況
は
不
明
で
す
が
、
隣
接
す
る
カ
ル
パ
ト
・
ロ
シ
ア

や
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
短
期
養
成
の
教
会
教
師
学
校
、
先
唱

者
（
聖
歌
リ
ー
ダ
ー
）
養
成
学
校
が
あ
り
、
会
衆
参
加
が
広
く

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

グ
帝
国
、
ロ
シ
ア
が
何
度
も
国
境
を
争
い
、
東
西
の
教
会
の
狭

間
に
あ
る
辺
境
の
教
会
は
貧
し
く
、
祈
祷
書
や
聖
歌
譜
も
不
十

パ
タ
ー
ン
を
心
に
浮
か
べ
な
が
ら
日
本
語

聖
歌
を
組
み
立
て
た
は
ず
で
す
。
メ
ロ

デ
ィ
・
パ
タ
ー
ン
の
セ
ッ
ト
は
地
域
に

よ
っ
て
微
妙
に
異
な
り
ま
す
。

　

興
味
深
い
の
は
五
調
で
、「
主
日
ト
ロ
パ
リ
」
に
は
ブ

コ
ヴ
ィ
ナ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
用
い
ら
れ
、
同
じ
く
五
調
と
指

定
さ
れ
る
「
主
や
爾
は
崇
め
讃
め
ら
る
（
早
課
の
ポ
リ
エ

レ
イ
後
）」
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
宮
廷
聖
歌
集
の
メ
ロ

デ
ィ
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ロ
パ
リ
以
外
に
も
「
ポ
リ

エ
レ
イ
」、「
信
経
」「
天
主
経
」「
ヘ
ル
ビ
ム
の
歌
」
の
二

番
も
宮
廷
聖
歌
集
と
異
な
る
メ
ロ
デ
ィ
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
キ
エ
フ
聖
歌
や
ル
ー
マ
ニ
ア
で
歌
わ
れ
て
い
た
ビ
ザ

ン
テ
ィ
ン
聖
歌
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
聖
歌

は
私
た
ち
が
思
い
こ
ん
で
い
る
ほ
ど「
ロ
シ
ア
の
丸
写
し
」

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
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ニ
コ
ラ
イ
の
眼
は
常
に
「
伝
道
」
に
注
が
れ
、
常
々
「
自

分
が
伝
え
る
の
は
『
ロ
シ
ア
正
教
』
で
は
な
く
『
正
教
』
で

あ
る
と
語
り
、
ロ
シ
ア
で
標
準
的
で
な
く
て
も
伝
道
に
有
効

と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
躊
躇
な
く
採
用
し
ま
し
た
。
で
す
か

ら
チ
ハ
イ
の
故
郷
で
あ
る
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
用
い

る
こ
と
に
も
、
四
部
合
唱
に
女
声
を
交
え
る
こ
と
に
も
、
特

別
の
聖
歌
隊
で
な
く
会
衆
唱
を
実
践
す
る
こ
と
に
も
、
何
の

こ
だ
わ
り
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。「
み
ん
な
で
歌
う
」
会

衆
唱
は
日
本
の
伝
統
と
な
り
一
四
〇
年
に
も
わ
た
っ
て
地
方

教
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
単
音

聖
歌
を
「
四
声
よ
り
も
劣
っ
た
形
」「
四
声
が
歌
え
な
い
場

合
の
間
に
合
わ
せ
」
の
よ
う
に
低
く
見
る
向
き
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
正
教
聖
歌
の
伝
統
で
す
。
む
し
ろ
古
い
伝
統

で
あ
る
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
聖
歌
や
ロ
シ
ア
の
古
聖
歌
（
ズ
ナ
メ

ニ
イ
聖
歌
）
は
単
音
で
、
合
唱
聖
歌
は
16
世
紀
ご
ろ
か
ら
西

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
即
興
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て
始
ま
り
、
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
宮
廷
聖
歌
は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。

前
述
の
ガ
ー
ド
ナ
ー
は
老
若
男
女
が
声
を
合
わ
せ
て
歌
う
会

衆
参
加
の
礼
拝
の
美
し
さ
と
力
強
さ
に
打
た
れ
て
、「
音
楽

に
伴
わ
れ
た
祈
り
の
こ
と
ば
は
歌
わ
れ
て
心
の
深
淵
へ
と

染
み
入
り
、
歌
う
者
の
た
ま
し
い
は
喜
び
に
満
た
さ
れ
る
。

･･･

祈
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
参
祷
者
は
も
は
や
外
か
ら

の
見
物
人
で
は
な
く
、
教
会
の
霊
的
一
致
に
入
っ
て
ゆ
く
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も
、
参
祷
者
が
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
祈
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
教
会
は
ハ
リ
ス

ト
ス
の
体
と
し
て
息
づ
き
、
神
の
国
の
美
を
顕
し
、
ま
す
ま

す
多
く
の
人
を
福
音
の
喜
び
に
招
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

正
教
が
国
教
で
あ
っ
た
帝
国
ロ
シ
ア
と
異
な
り
、
日
本

で
は
ニ
コ
ラ
イ
や
チ
ハ
イ
兄
弟
は
は
教
会
形
成
に
ゼ
ロ
か

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
日
本
の
正
教
人
口
は
い
ま
で
も
〇
．

〇
一
％
以
下
で
す
。
彼
等
が
進
め
た
『
会
衆
唱
』
に
よ
る
礼

拝
の
充
実
は
二
一
世
紀
の
日
本
宣
教
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
い
ま
す
。

6
月
9
日
か
ら
14
日
ま
で
、ISO

CM

正
教
会
礼
拝

音
楽
国
際
協
会
の
第
5
回
研
究
会
が
東
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
20
カ
国
か
ら
60
名
の

参
加
者
は
、
研
究
者
、
聖
職
者
、
作
曲
家
、
聖
歌
担

当
者
な
ど
多
彩
な
経
歴
で
、
研
究
分
野
も
ビ
ザ
ン

テ
ィ
ン
、
ズ
ナ
メ
ニ
イ
、
セ
ル
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア

聖
歌
、
古
文
書
研
究
、
テ
キ
ス
ト
分
析
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
リ
ア
松
島
純
子
姉
は
3
回

目
の
参
加
で
『
日
本
正
教
会
聖
歌
略
史
、
聖
ニ
コ
ラ

イ
の
宣
教
と
会
衆
唱
』
に
つ
い
て
発
表
し
、
好
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
の
合
間
に
は
聖
歌
コ
ン
サ
ー
ト
や
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
各
国
の
「
パ
ス
ハ
の
ト
ロ
パ

リ
」
を
歌
い
、
正
教
の
「
多
様
性
と
一
致
」
を
楽
し

み
ま
す
。
隔
年
で
開
催
さ
れ
、
次
回
は
２
０
１
７
年

の
6
月
の
第
二
週
で
す
。
学
会
な
の
で
多
少
の
英
語

は
必
要
で
す
が
、
正
教
会
の
仲
間
の
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
楽
し
い
集
ま
り
で
す
。
次
回
は
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ブコヴィナ地方にはたくさんの修道院が
あり、観光客も多い。聖パイーシイ ( ヴェ
リチコフスキー）のいたネアムツ修道院
は 18-19 世紀、修道と出版の中心地で
あった。上は 1819 年に書かれた聖歌写
本で、19 世紀なかばにモルドヴァの新
ネアムツ修道院に運ばれ、キシナウの国
立古文書館に所蔵される。

http://www.isocm.com/



◆教区センター開設記念　「正教連続講座」2016 年予定
　一般市民への正教会紹介をねらいとして、西日本教区センター（京都）を会場とし、隔月で連続６回の講演

会を行います。９月の開講を予定しましたが人事異動との兼合いもあり、開講を来年１月に延期しました。外

部宣教としても、信徒にとっても正教会を知る良い機会です。ご友人などお誘い合わせの上、ご参加下さい。

  １月 11 日（月 祝）　司祭エフレム後藤師  ７月 18 日（月 祝）　司祭ゲオルギイ松島師
  ３月 21 日（月 祝）　司祭エフレム後藤師  ９月 19 日（月 祝）　輔祭グリゴリイ伊藤師
  ５月  ５ 日（木 祝）　司祭ゲオルギイ松島師             11 月  ３日（木 祝）    輔祭グリゴリイ伊藤師
  
◆祈りと交流の集い
  聖セルギイ祭　合同聖体礼儀、昼食会と講話（大阪）
 10 月 8 日（火）    10:00
  人吉 生神女庇護聖堂修復記念式典（熊本県人吉市）
 10 月 17 日（土）17:00  主日徹夜祷 19:00  夕食会（会費制）

 10 月 18 日（日）    9:45  聖堂成聖式   10:00  主日聖体礼儀
      12:30 祝賀会（参加費無料）

  福岡 亜使徒聖ニコライ伝道所 五周年記念式典（福岡市）
 11 月 22 日（日）　　18:30 夕食会（会費制）

 11 月 23 日（月 祝）   10:00 主日聖体礼儀 12:00 祝賀会（参加費無料）

  「原爆永眠者慰霊祈祷会 in 広島」  
 ９月 23 日（水 祝）　14:00~15:00
       戦後 70 年を期に、広島平和公園内「原爆供養塔」前にてパニヒダを献じます。

  松山ロシア人兵士墓地慰霊祭
　 11 月３日（火 祝 ) 　11:00　（現地集合）
　　 グリゴリイ小川公 神父による墓前パニヒダ

  九州北部　福岡伝道所　「聖歌学びの会」
　  １月 11 日（月）        10:00 聖体礼儀、　13:00~15:00 聖歌の学び

◆冬季セミナー　「聖山アトスの修道士たち」（仮題）

 ２月 11 日（木 祝）　西日本教区センター（京都）　
パウェル中西裕一神父のご子息ニコライ裕人兄が、原則的に撮影禁止のアトス修道院の修道士たちの祈りの

生活を、聖山アトス首席代表者の特別の許可を得て撮影した貴重な写真の数々を前後一週間ほど教区センター

に展示。セミナー当日はアトス滞在経験の豊かなパウェル神父の講話、アトス紹介ビデオの上映、閉会後の自

由参加の茶話会を予定しています。（詳細は追ってお知らせします）

主教区活動のご案内

トマス・ホプコ神父　正教の信仰シリーズ第３巻
　「聖書・教会史」（近日刊）　翻訳：水口神父、松島神父

2015 年冬季セミナー講演録　
　「ラフマニノフと正教会」2016 年 2 月刊行予定

◆西日本主教教区の出版予定

◆出版案内
レインボーシリーズ七巻完結
全国宣教委員会として発刊してまいりました「親子で学ぶ正教会」レイン
ボーシリーズが、この度、その第７巻目「亜使徒聖ニコライ」で完結いた
しました。１、「機密って何でしょう」、２、「神さまの国へ」、３、「私た
ちのイイススさま」、４、「生神女マリヤさま」、５、「旧約のおはなし」、６、

「聖人たちの信仰」、７、「亜使徒聖ニコライ」
　子供たちの信仰教育のためにはもちろんのこと、大人が読んでも非常に
有益な書です。お求めは各教会まで。


